
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

職能別組織と産業別組織

三好, 正巳

https://doi.org/10.15017/2920496

出版情報：経済論究. 4, pp.63-80, 1958-11. 九州大学大学院経済学会
バージョン：
権利関係：



-63-

職能別組織と産業別組織

好 正 巳

1 まえがき

労働組合組織の主要な二つの形態として、転能別組織と産業別組織とを挙

げ得る。此の二つの組織形態は全く別個の道ではなくて、段階的なものであ

る。

転能別組織から産業別組織への展開を押し進めたものは基礎条件の変化そ

のものであるが、基礎条件の展開、換言すれば矛盾の展開と発展の上に立っ

て、転能別組織そのものの内部矛盾の尖銃・激化と、その克服としての産業

別組織への発展として理解しようとするものである。従って叉、単に組織そ

れ自体の問題として捉えるのではなしに、運動の過程の中で、斗争との結び

つきの上で理解しようとするものである。組織そのものが内包している矛盾

の発現として乙そ、外部矛盾は現われるものであり、機構に内在する矛盾に

必然する労働運動は、 その矛盾の展開の段階に応じた斗争と組織とを有す

る。

従って、吾々が本小論で問題とする所は、機構に内在する矛盾の発展に対

応して現れる転業別組織そのものの内部矛盾の発展と克服としての産業別組

織への展開を、 主として、 英国に例を取りつつ明らかにせんとする事にあ

る。

此の様な転業別組織の産業別組織への展開に対する法則としての理解は、

一方で、日本におけるいわゆる「企業別組’織」に対する理解への一筋の光明

とならないであろうか。

2 

斗争と組織との内容及び形式を規制する基底条件が変化した。その基本的

側面として、
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｛ー）資本による完全に心τ亀 J直接的なる労働者把援が完了した。
資本による労f働者の把握が長完全なる時倍、主うすはよ下請制度（Sub『con-

tracting system〕 が労働者統轄の主要手段であった。経営者一中間請負者

中間議賀者一補助労働者の二重の関係。そして、かかる中間搾取形態の介在

が、直接的な資本と労働者との対決を膿鵬たる霞の中につつみこんだが、や

がて、その解体は搾取機構を白日vのもとに照らし出し、共に間ーの搾取過程

iζ投げこんだのである。 此の告I）度は十六世紀末から十七世組の石炭業 （英

国）、十九析紀巾期の鉄道建設工の聞で支配的であった。しかし、資本が労

働過程での統轄に自信を得て来るにつれ、文労働者の斗争によってある種の

産業を残して消滅した。

徒弟制度が解体すると共に、労働者陶治育成機構の資本による直接的把握

がなされた。ギJレドば親方、渡り転入、徒弟の三転階lとわかれて居たが‘その

末期に於いては、大親方と小親方及び渡り転人との聞に明瞭な断層を生じ、

親方への昇格の可能性が著しく減少すると共に‘親方そのものが資本へ従属

するに至った。徒弟制度はそのまま一定の徒弟年期の終了、医工（＝熟練エ）

への昇絡という形で資本に採用されたが、やがて資本はそれに代る機構を生

み出したのであり、居工学校（＝訓練学校7・転場教育の採用と共に、火夫か

ら機関手、糸つなぎ工から綿精紡工という昇格制度が採用されたのである。

（コ） 労働条件及び雇傭条件の同一化。

熟練労働の不熟棟労働への転化は、一方で伝能の分解を意味した。耳云能別

労働格差は労働者側の能力、即ち「腕前」から、資本の側によって与えられ

る労働の「洛」、正種そのものの問題に移ったのである。そして、同ーの工

場内で採光、通風等作業環境の同じ所で、機械そのものの体系の中につつみ

こまれ、機械の回転速度により、労働強度を物的に規制するに至ったのであ

る。又、雇用契約に当って、徒弟年期を修了したものとしないものとは明瞭

に区別されていたし、個別契約を主としたものが、今では、その区別は瞭昧

となり、従って又団体交渉による統一契約へと移って行ったのである。

出産業構造の変化と組合組織及び斗争。

労働者の団結の為の主要なる条件は、（1）労働過程及び価値増殖過程に於け
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る共通の場を有すること。（2）敵対的階級の存在と対立抗争とがあげられる。

従って其処から敵対階級の性格が組織及び斗争の性格を決定する重要な条件

となる口

産業資本の段階から独占資本の段階に移るにつれて、それに対応した労働

者側の抵抗と組織とがその段階にふさわしい内容を与えられる。資本の集中

及び支配が強化されるにつれて、 それに対抗出来る斗争と組織とが要求さ

れ、資本の側が強固であり、強力であればある程労働者の側の団結と抵抗と

攻撃とは、その質においても、量においても深化し、拡大されねばならない

のであり、事実又その様な方向に進んで来たのである。

資本の集中・独占化によって、産業の外延的範囲が変化して来た。此の事

がそのまま労働組合の組織と斗争の拡がり及び深さに影響を与えた。産業が

単純に業種によって区分されるのでなくて、資本による統括によって拡がり

を決定される様になったD 鉄道会社が機関車・客車の修理工場を持ち、サー

ヴイスとして旅館・ホテノレを経営するに於いて、産業の意味する範囲は拡大

し、又一方では暖昧なものとなって来た。そして、ー産業内に幾つかの異種
註 1

の転業（伝能）別組織の組合が競合する様な結果になったのである。此れに

対して、産業区分の明確なる炭坑・綿紡績及加工・印刷・建築・製靴・海運

等においては、その様な組合競合の問題は起らなかったか、たいした意味を

持たなかった。

かかる産業区分の比較的明確なる産業部門に於いては、同一産業内に於け

る関連転種の統ーの問題があった。例えば、建築業においての佐官・鉛管工

・塗装工・スレート工等、印刷業においての植字工・石版印刷工等関連転種

の統合が押し進められた。資本の統括と分業・協業の関係の技術的側面の二

つの側面から関連転種の統一は刺戟された。しかし、それは主として熟練工

についてであったが、やがて一歩進めてある種の不熟練をも加入せしめるに
註2

至った。

独占資本により生産・流通の全過程が支配されるや、それはそのまま労働

者の斗争に反映した。資本の集中・独占化が労働者の組織と斗争に対する作用

の側面は二つある。その一つの側面は産業別組織への展開を促進する積極的
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側面である。今一つの側面としては、逆lこ消極的側面である。同一産業内で

の企業間格差がそのまま資本によって分裂政策につつみ込まれる。だが此の

場合、労働組合が横断的組織であるか、縦断的組織であるかによって条件は

異なる 0 といっても本質的な差遠があるわけではなく、免疫の強弱の差に過

ぎないであろう。

全米鉄鋼労組cu・S,W • S〕に例を取るならば、そこでは中央統一交渉
は行われず、賃金標準化交渉方式が採用され、全国組合本部の統制下に各社

別交沙による賃金交渉と締結が行われたが、慣行として、 U・Sスチーノレ等

大会社とU・ S ・ W・Sとの聞に締結された条件が大体他の企業において
註3

も、ある比率の格差をもって受け入れられるのであった。各企業と交渉する

のは全米鉄鋼労組という産別組織の組合の支配・統制下にあるにもかかわら

ず、産業別賃銀率が独占資本の分断政策のもとにその成立・を阻害されるので

ある。此の様に賃金のみについて見ても、独占はその階層的な流通・生産の
註4

全過程の把握と支配により、労働者の産業別組椴へ積極的・消極的二百の契

機をもつのである。独占企業に隷属する中・小企業に於いては、資本家・労

働者は共にその利潤・賃金の一部を独占資本によって吸いあげられる。一方

独占資本に使用される労働者は中小企業の労働者に比すれば賃金は高額では

あるけれども、労働強度の増大、生活費｛こ対する賃金の相対的劣悪さ・景気

変動、特に不況期での賃金への敏寄せ・失業等の危険にさらされ、対独占斗

争への労閣者の結集は虚業的、更には全階級的結集への充介な契機を含んで

いるのである。

最後に、繊維製造業に見るが如くに、別｛岡の産業の極端な地)j化がレース

・メリヤス・絹・月末・敷物工の孤立的な州又は地区組織を出現させもしたの
誌5

である。

註I G. D. H. Cole, An Intτoduction to Trade Unionism, 1953. 水上鉄次郎

訳「労働組合入門」 （上） 116頁、 1958竿、有斐閣σ

神 註2 前掲書布 111頁

戸 誌3 J桜林誠「労働経済学序説」「矛8章産業構造と賃金交渉方式」 271頁参照

1957年、有斐閣。．

註ι組織が産業別組織であるかどうかは単に組織形態そのものだけで判断すべき
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ではない。ある一つの組織に於いての斗争が産業的なものとして組めるか杏か

が同時に考えられねばならない。
註5 Sidney and Beatrich webb, The History of Trade Unionism, 1920 P.435 

荒畑寒村訳「労働組合運動史J下巻81頁、 1949年、板垣書店。

以上見て来た側面に対し、今一つの側面としての技術的’側面から見ると、

｛→技術的革進と労働の単純化が転能の分解をもたらした。

機械の発達での重要な三つの条件は、材料及び機械製作の為の道具と方法

・である。

十八世紀末までは、機械の大部分は木材であり、軸承部とか切削刃とか、ど

うしても金属を必要とする所のみ金属は使用されていた。石炭からコークス

を取る乙とが成功した事により、木炭にかわって鉄の熔錬に石炭が使用され

るようになり、製鉄業の飛躍的増大が起って、生産量は 1788年、 6200t、

1796年、 125,000t、1806年、 250,000tと急上昇した。更に、 1867年ジーメ

ンスが平炉製鋼法を発明するや、生産物の量と質とをより自由に統御する乙
註 1

とが可能になった。

一方工作機械については、 十八世紀では全く転人の腕にかかっていた。

「1830年になっても、誤差16分の 1インチの精度で仕事をする組立工は優秀
註2

な転人であるとみなされていたという。」 1713年スイス人マリyツにより改

良中ぐり盤が発明され、吏ic:::...ヘンリー・モズレーの出現によって、 18世紀

旋盤から近代的な精密機械への転化が行われた。がL用フライス盤（1861-2)

シリンダー研削盤（1864年はじめて商業的に生産）、自動旋盤じ数個の切削

工具が次々と自動的に工作物に作用し、 人間は棒状の材料をおくだけでよ

い）、多軸旋盤（ヱ作物は、数個の廻転軸のところを順次に自動的にとおり

ぬけ、それぞれの廻転軸のところで一つあるいは二つ以上の異った加工をう
註3

ける）、更にその一段と進んだ多軸自動盤の出現するや転能分解は完全に押

し進んだ。精密な機械は更に精密な機械を生み出したのであるb

即ち、過去における転人的技術の衰退と新しい熟練労働の生起はかくこの

様に技術の進歩と共に進展したのである。従って技術の発展一生産力の増進

は、かつての転人的熟練を解体すると共に新しい形に資本によって、物的に

機械そのものの構造に対応した再編成がなされた。此の事は耳元人的熟練を契
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機として結集し、又それを大いなる武器ともしていた転能別組合の土台を大

きくゆする事となった。そして、その転能別組織は関連居種lこ門戸を解放す

る事により、資本に対する対抗力を増大せしめ、或は産業別に再編成し、文

はされるかのj立をたどった。

過去の転人的熟練の解体と新しい機械体系への再編成の過程に於いて、構

造的に、物的に規制を受けた新しい熟練労働者と共l亡、補助労働者としての

かつての徒弟とは違った不熟練労働者、又その最下盾を形成する人夫、年少

労働者、更に中間転種としての半熟続工が創出され、存在した。

此の様な機械技術の発展による側面と、今一つの側面として、分業と協業

の問題がある。 此れら両者は互いに補足しあって一層暗能分解を押し進め
註4

7こ。アダム・スミスの例にあげたピン製造業での分業は労働の質を単純化し、

生産力を増大させたが、それは同時に転能分解の芳一歩であった。しかも此

れら二つの側面からする転能の分解は資本制大量生産によって、充分な裏打

ちをされていたのである。

詮1 S. Lilley, Men, Machine and E五story, 1948. 小林秋男、伊藤新ー共訳

「人間と機械の歴史」 154・157頁参照、 1953年、岩波新書。

註2 前掲書、！58頁c

註3 前掲書、！65-6頁。

註4 Adam Smuth, The Wealth of Nation., Modern Library. Chap. I, PP.4ーら

大内兵衛訳「国富論」（1)23-5頁参照。

｛二） 同一労働工程・作業場での就業。

前に見た如く、技術の発展は労働者をして、機械の体系中l乙包み込み、体

系lと応じた編成をなしたが、かつての転人的熟練工が生産物そのものに結び

つき、従って、生産物の全工程と結びついていたのに対し、技術の進歩によ

っての物的な規制のもとに分業と、それにもとずく協業により、同ーの労働

工程に多数の、しかも熟練度の低い労働者が連結されるに至った。即ち、半

熟練、不熟練、人夫、更に年少労働者・、婦人労働者と、主として監督的地位

並びに機械整備・特殊部分の作業にたずさわるものとしての熟練労働者を同

ーの工程に連結し、彼等の団結の為の物的基盤を確立したのである。

以上見て来た様l乙、基底条件の変化と共に、資本の労働政策が労働者階級
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の組織と斗争とに鋭く作用する。資本の労働政策が懐柔と弾圧との使いわけ

により、或る時は労働者階級の分裂をばかり、企業別への分断を、又ある時

は国家の介入による労働運動の強制抑圧により、解体と去勢化が押し進めら

れ、それに対する労働者階級の抵抗・斗争と組織の防衛・拡大への結集をも

たらした。だが時l乙労働者階級内部の矛盾は、資本の分裂政策を契機として

分裂・解体の悲劇をまきおこす事もあったのである。

3 

基底条件の変化は転能別組織原則を不対応なものになした。そしてそれは

転能別組合の内部矛盾の拡大と克服の過程として現象したのである。

（ー）転能別組織はその初期においては熟練労働者の集団であった。そして

その基礎は「大体徒弟制度にあったもので、組合加入の資格のあるものを制
註 1

限したのであった。」彼等にとっては、徒弟の人員、転場での徒弟と熟練工

との比率が大な関心事であったし、又共済機能が大きな比重を持ち、従って

転能別組合の共済組合的性格は合問機械工組合や合同大工組合に見る如く保

守、退嬰的性格をはっきりしめした。大工場の発展はやがて斗争目標を就業

条件の問題に比重を移さしめた。

此の様に、熟練、不熟練の鋭い対立の上に立ち、封鎖的な組織原則を持っ

ていた転能別組織も熟練労働の不熟練労働への重点、の移動と共に、熟練、不

熟練の対立から資本対労働者の対立へと矛盾の主要側面は移動した。

建築・機械・造船・製鋼等熟練、不熟練の対立の激しい所では転能別組織

が重要な意味を持つ一方、綿紡績業を除く綿加工業や炭坑業の全部ではない

が一部、のような産産では対立は厳しくなく、従ってその組織の性格を異に
註2

したのである。

（二） ー産業に於いて幾つかの転能別組合が競合する事が多かった。例えば

鉛管工と仕上工の紛争、機械工と汽纏製造工、木型製造工と大工は仕事の重
註3

複や配分について、又組合員獲得競争で問題を惹起した。資本の集中、独占

の進行は、産業の外延的発展から起る耳元能別組合の競合を一層複雑なものに

した。此の事は一方で、交渉を繁雑にし、資本家は幾つもの転能別組合と交
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渉する乙とを余儀なくされたのである。

同資本の側の強大化するにも拘らず、 労働者の側が転業別組織を維持

し、しかも熟練労働者という限られた力をもってしては充分な対抗カを持ち
言雫4

得なかった。熟練労働者の地位が技術の進歩と共に相対的に低下するにつれ

て、不熟練労働者との提携の重要性は増し、更に、何時でもとって代り得る

産業予備軍の増大に伴う圧迫は階級連帯を強め、斗争力を増す以外にほ防衛

の道を失わしめた。

（四）資本の機構の中での熟練、不熟練の編成は格差付けによる労働管理の

体系（転階）と暗種別組織の封鎖性・排他性及び転能別組合の競合の重複・

癒着が労働者階級内部の矛盾を激化した。そしてそれは斗争と組織の力を減

退せしめる事を結果した。乙れに対抗する為にはあくまでも転龍別組織の封

鎖的性格を破り、転能別の枠を押しひろげて不熟練、半熟練を吸収し‘更に

産業別組織へ質的展開を為すを要した。不熟練労働者層の組織化には（1）転能

別組合への吸収。（2）一般組合への結集。の二つの道があった。従って産業別

組合への参加の道も異らざるを得なかった。

回転能の分解による転種の交替が容易になり、其処から、配転、転種変

えの問題が起り、移動に対する対応が阻害され動脈硬化をひきお乙した。更

に転場での活動（転場幹事制）が聡能別組合と競合したが、此の点について

は後述する。

註1 ゴーJレ、前掲書、 1凹頁。

註2 前掲書、 112頁参照。

註3 Sidoney and Beatriche webb, ibid., PP. 352-3. 335. 邦訳（上） 336、

338頁。

註4 ibid. PP. 388-9.邦訳（下） 3←5頁。

4 

転能別組織から産業別組織への展開過程において、如何なる斗争のもとに

労働者の結集がなされたか。これが此処での問題である。先ず、労働条件改

善のための斗争から見て行く乙とにする。

H 賃金斗争。一転種別賃金率の存在。 それは資本の側iとより天降り的



職能別組織と産業別組織 -71ー

に、一方的に押しつけられたものではない。労働者側の斗争がその重要なー

側面を担うのである。 基準賃金率成立に与える労働運動の二つの側面とし

て、（1）同一工場内の同一転種の労働者全部の共通賃金率の確立要求。（幻同一

地域の同一耳元種の工場全部がこの賃金を支給し、一律賃金の隣接農村地区及
註 1

び、小都市への拡大要求がある。こうして成立する転種別賃金率は賃金の基本

原理の貫徹につらなると共に、組織の地区的、全国的な外延拡大をも結果し
註2

たD しかし、かかる転種別賃金率も主として熟練工においてであったD かく

て、個人の賃金額は基準賃金率にもとずき各企業との交渉によって決定せら

れた。従って、基準賃金率に対する斗争は忠能別組合にとっては重要な関心
註3

事であった。

半熟練工については、普通熟練工の基準賃金に対して一週につき何シリン

グ安という形で定められた。又、不熟練工の賃率形成の困難は作業労働の多

様性にもよるであろうが、それより尚一層重要なる契機は抵抗の問題であろ

う。彼等不熟練工の組織が遅れ、又伝能別組織への併合、一般組合の結集とに
註4

分断され、その連帯が強固ならざる事によるものである。それと共に、不熟

練工の労働については、転能そのものが問題にならず、労働の格が多種で、

従って統一的賃金率形成の為の核となるべきものを欠いでいた。此の事は、

不熟練工の賃金をして居場での労働条件により強力に規制され、企業別格差

への傾斜の免疫を弱め、企業別交渉に強く引きつけられる原因ともなった。

註 1 コーノレ、前掲書、 150-1頁。

註2 熟練工と共に、或場合には「人夫」についても基準賃金率はあったが、普通
中間等級は認められていなかった。唯鉛管工助手、組上工助手等特技ある「助
手」、 「熟練人夫」については例外であったロコーノレ、前掲書、 152-3頁。

註3 機械工、大工、建築業に於いては、基準時間給賃金率が、又綿紡績工等で、は

基準仕上払給賃金率が要求された。

註4 ゴーノレ、前掲書、 153-4頁参照。

産業別組織へ斗争を結集するに当って、統一的な賃金要求として、全国鉄

道員組合（N・N・R）の均済増給要求を挙げ得る。 1897年、鉄道従業員は

「全等級運動」を展開し、それまでの地方的、部門別的斗争を克服したので

ある。その時の彼等の要求は全等級にわたって労働時間の短縮（10時間労働
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制、またある等級については八時間制〉、残業に対する特別手当の要求、全

等級lこ対する一週二シリングの増額 （八時間制を要求している部分をのぞ
註 1

き〕を要求して斗い、同年の内に組合員数を二倍に増大した。かくて合同協

会は此の斗争の結果、 1913年、鉄道筋肉労働者の四大組合中三組合（合同協

会A•S ・ R·S、一般組合G·R ・ w ・ N、連合転轍手・信号手）をかつ

て、全国鉄道員組合としてー産業に従事する転業と等級とをことごとく単一
詮2

の合同組合に包含することとなった。

比の様なi門別、地区別組合の組織を超えた組織としての産業別労働組合

の一つの型を作りあげた。即ち、合同協会、一般組合、連合ポイント・信号

子の組合がN•U•Rという一つの大合同組合IC参加加入し、後述する合同

機械工組合に見る如く、部門的転能別組合の同程的結合とは異なって、一般

組合を含む部門を超えた、異種転能別組合の大合同となった。

註l Sidoney and Beatriche Webb, ibid., PP. 52-6. 邦訳（下） 168頁。

註2 ibid., PP.530-ー！.邦訳（下） 172-3頁。

炭坑lζ於いては大英炭坑夫連合会が自治的性格の強い地区別組合を連続的

に吸収して行くに当って、労働時間、安全条件、一般的賃金の増進比率と全
註 l

国的戦時割増金の額、炭坑固有化と経営参加とを斗争目標として斗った。此

の炭坑夫連合会は地方組織の自治制と連合制の上に立っているが、部門別、

等級別についての意見を代表会議にも、執行委員会にも反映させてはいなか

った。

一体に、連合組織はこつの種類にわけられる。（1)同種のものの連合、やが

ては完全な合同に王るものである。 （2）異種の転能汚lj組織の連合による。例え

ば、運輸・一般労働者組合 CT・ G ・ W・U）、全国一般・都市労働者組合
註2

(N • U・G・M・W）等。これはいわば合同への過渡的形態としての連合

の二つの道筋である。

1885年、スライデイング・スケーノレの廃止と八時間労働法の制定運動をス

ローガンにして、幾つかの小地方団体が結集してミツドランド連合会を創設

した。その三年後にはマンチェスター会議で、 ヨークシヤ一、 ランカシヤ

一、チエジヤ一、ミツドランド、ファイフシヤ一、サウス・ウエルズの諸国
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註3
体によって大英坑夫連合会が創立された。スライデイング・スケーノレの採用

についてはダーラム・ノーザンパンランドの組合と意見が対立したが、炭価

の市場価格の下落相つぎ、賃金の下落が押し進むや、スライデイング・スケ

ーノレ反対に傾いた。

熟練、不熟練の差が極めて弱い所においては、一産業一転能による産業別

組織が取られたが、その例として炭坑が挙げられ得る。そして此の様な所で

は伝能別と産業別の組織の聞には非常に弱い境界しか存在しなかった。

所で採炭夫における基準賃金率が支配されている場合に於いても、悪い切

羽条件により一例えば炭層が薄い、落盤阻止の為余分の支柱を必要とする Oボ

タや地下水の多少等ー叉切羽条件が良くても資材の不足ー炭車の手配が悪い

とか支柱や枕木、軌条等の不足ーにより賃金の不当な切り下げが行われた。

当時乙れらの事情に対しては、切羽の交替、 「思いやり」による手当支給で

救済れさていたが、かかる怒意的な手当救済は、企業の不況によって削減又

は完全にストップされ、結局賃金切り下げを結果した。かくて、此処から日

給最低賃金制の要求が起り、一人採坑夫のみでなく、全坑夫の要求として、
註4

全国的統一的要求となり、労働者の勝利に帰した。

註 l Sidoney and Beatriche Webb, ibid., P. 549 邦訳（下） 188頁。

註2 コーノレ、前掲書、 132ー3頁参照。

註3 Sidoney and Beatriche Webb, ibid., PP. 510ー 1.邦訳（下） 155-6頁c

註4 ibid., PP. 513-4.邦訳（下） 158-9頁。

機械工の組合たる合同機械工協会（A • S • E・1851年設立）は1890年代

末の技術革新による紛争によって起ったゼネストとロックアウトにまきこま

れたD A・ S・Eはその創立以来同じ産業部門に属する労働者階層の一部或

はそれ以上を包容する部門文は地方的組合と競合しなければならなかった。

1875年の 9時間労働制打破に対する相互防衛の為の連合も遂には競合する部
註 1

門聞の紛争の為不成功に終った。

所で、機械産業に於ゆる技術革進に伴う新報酬制度、特に出来高払に対す

る労働者の反対運動は「出来高払」に対する意見の不一致による困難な中に

も連繋への契機は拡大して行った口 「出来高払」を資本の側が主張した所に
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は、団体契約を廃止し、個別的契約による労働組合の寸断の意図があった。

又、ガス工・一般労働者組合が折角獲得した八時間労働制に対して、サウス

・メトロポリタン・ガス会社は十二時間交替制を復帰せしめ、個人契約の復

活を利益金分配制採用を餌に労働者の分断を計った。この様な資本の分裂政

策の攻勢に対して一層の団結と抵抗とを必要とした。

機械労働者の下級転工（半熟練工）、不熟練工の多くの小組合は結局六大
註2

不熟練労働組合に政収され、 A・ S・E との合併によって合問機械工組合
註3

(A• E・U）となった。 A・E・Uはー産業lこ於ける競合部門の統一組織

として産業別組織の一つの型をなすものであった。

註 l Sidoney and Beatτiche Webb., P. 355邦訳（よ） 338頁c

註2 Ibid., P.551.邦訳（ド） 190頁c

註3 Ibid., PP. 487-8. 邦訳（下） 136頁。

（二） 労働時間短縮斗争。ー労働時聞の縮少に対する労働者の斗争は、労働

時間制限立法要求による政治斗争の形を取って来た。 1860年代既に八時間制

の要求が機械工業・建築業で、同年代末には繊維労働者によって要求されて

いた。 1874年の工湯法は一週最長労働時聞を識維業では 60時聞から 56時間

半に短縮したのみであり、繊維以外では1867年に定められた60時間が最長労

働時間として続けられた。 1871年「九時間労働連盟」は九時間労働制の要求

をスローガンlとして、組合員、非組合員を網羅して憐械労働者によって創立

された。これは単に一時的労働組合に終ったが、その組織範囲は全く新しい

組織原理を志l床した。 1875年九時間労働制の打破をスローガンに機械産業う)j

働者の結集がはかられたけれども、合同機械工と汽櫨製造工又その両組合の
註2

紛争により失敗した。一日12時間労働という劣悪労働条件！とあったガス伝工

は1889fJ三5月ガス工・一般労働組合を結成し、同午八月一口八時間労働制を
註3

要求してストライキに入り、勝利を得た。不熟練労働者を主とするガスほ工

の組織化は1888年のマッチ女工の斗争と勝利と共に、不熟練労働者の運動の

上に大きな影響を与えたのであった。

註 l Sidoney and Beatriche Webb. bid., P. 314. 邦訳（上） 301貞。

註zIbid., P. 355 ..邦訳（上） .338頁。
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註3 Ibid., P. 402, 邦訳（下） 47頁σ

｛三） その他の斗争。一前に見た炭坑労働者の統一斗争に於けるスローガン

のーっとして安全条件の要求が入っていたし、吏l乙又、 1889年8月12日起っ

たサウス・ウエスト・インデイアの波頭場労働者の争議では、一時間六ペン

ス（それまでは五ペンス）、下請及び請負仕事の廃止、残業lζ対する割増の

要求と共に、最低雇用四時間の要求が提出せられた。港の船舶の出入にたよ

るという、いわば不安定な雇用のもとにあるこれら不熟練労働者が最低雇用

四時間の要求を提出したという事は非常に大きな意義がある。もともと熟練

工を主とする転能別組合においては失業に対しては組合からの失業手当の支
註 l

給という共済手段があり、開放労働市J易と相まって、雇用・反失業斗争は重

要な意味を持たなかった。だが、熟練・不熟練の接近と、益々増大する産業

予備軍の圧力は何時までも安閑とさせていなかった。いずれにしても、不熟

練労働者の場合、熟練労働者に比して透かに失業の問題は大きな比重をしめ

たのである。

さて、比の港湾労働者の争議は沖仲仕（高賃金熟練労働者）の組合の参加

を得て一層強大となり、 殆んど全要求の貫徹のうちに労働者の勝利にきし

た。しかも突発的な争議の残したものは、波頭場・荷揚場・河畔人夫組合の
話 2

組織であった。

又1~96年には鉄道会社で労働組合員たる事を発見され解雇された者の復伝

要求斗争が起り、その勝利は合同鉄道従業員協会の勢力拡大に大いに力があ
註3
った。

註1 職能別組合加入の不熟練・半熟練工には共済手段が講じられないか、格差ず

けが行われた白

註2 Sidortey and Beatriche Webb, ibid., PP. 401ー2，邦訳（下） 46-7頁D

註3 Ibid., P 525 邦訳（下） 168頁。

次に転階との関連について見ることにしよう。

耳云能別組合員の資格はその初期にあって、徒弟年期の終了が資格であっ

た。徒弟制度を利用した資本の初期の労働者育成機構に対して、それに替る

機械の新体系に応じた育成機構に結びついたほ階級が形成された。鉄道に於

いては、機関手は火夫から採用し、火夫は通常機関掃除夫から採用した。か
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かる機関掃除夫一火夫一機関手という転階序列が存在する場合にはこの三転

階が一部門をなし、機関手・火夫組合会（（A・S・L・E・F）といういわゆる

「部門制」組合（departmentalUnion）を形成するのであった。既述の全

国鉄道員組合（N.U.R）は合同鉄道従業員協会、スコットランド協会、ー般鉄

道労働者組合、連合信号芋、ポイント子協会と共に四部門によってなり、部門
詮 l

別代去をその根本規約となすものである。

とれに対し、熟練工になるための技能を見習っている徒引とか昇進の見込

みの全くない人夫のような序列のある場合には別個の道をたどるのである。

見宵工は年期明けと共に転工として転能別組合員たる資格を得て忠能別組織

へ吸収されるが、一方の人夫という完全不熟練工は主として一般組合へ参加

するのが原則であった。

註1 Sidoney and Beatriche Webb, ibid., P. 550，邦訳（下） 189頁。

矛三の問題として、 「暗場幹事（ShopSteweads）制度」について見ると

ととしよう。

転場幹事制度は 1915-19年にかけて、特l乙機械工業で重要な位置をしめ

たc それは時あたかも矛一次大戦中であったので、いわゆる「労働稀薄化」

と称して不熟練工の熟練労働作業への引きあげ、熟練労働作業の分割による

不熟練工程への分化、従って婦人を含む不熟練労働者増大とは転現での種々
註1

の問題を惹起した。戦時中であるという特殊な事情を抜きにしても、本来的

lζ問題が存在した。即ち、資本の搾取機構と最も鋭く対決するのは生産点と

しての暗場であり、其処で問題の起るのは当然であった。

労働者は基準賃金率による一般的規定による規制を受ける一方、直接転場

での種々の事情によっても規制されたのである。特別の等級lこ属する庶務ま

たは労働者の給与、機械の据付・整備、その他の「手間仕事」の作業に従事

している為自分の直接生産品のない熟練工に対する特別割増手当、生産高を

労働に基いて算定する事が容易でない労働者の仕上払l乙代る特別「代替」賃

金等について直接的な交渉を必要とした。そして、それらの仕事を遂行出来

る為には当該居場での詳細な知識を必要とした。更に文、機械化が押し進

み、合理化が進めば機械運転等の不熟練労働者があらわれ、監督・整備、特
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殊工具の製作等熟練を要する部分においてのみ熟練工は仕事を見出し、従っ

て熟練工と不熟練工とは完全に分業体系に統括されたD そして機械全部の総

生産高に基く割増手当の支給に当ってその分配の問題等転場での交渉が大き
註2

な比重を持つに至った。 此の様な側面に対し、 それを契機として資本の個

別、企業別交渉への労働者の吸引による分断政策としての転場交渉の資本に

よる是認と育成の側面が一層重要である。

耳云場幹事制度は初期にあっては、主として組合費の徴収に努力する事を聡

責としたが、地方支部と居場との懸隔が大きくなるや、転場での組合員の苦情

の聞き手として、又相談相手として新しい任務を与えられ、転場単位での問

題についての交渉等任務は拡大した。 だが、 比の様な居場幹事の活躍は組

合、協会と競合するに至った。しかも戦時下の強制仲裁制度及び戦後への残

存は労働者の不満を増加し、転場幹事制度を通して下からの突きあげとなっ

て現われたD かくて伝場と組合との対立も、やがて組合による転場幹事制の

承認を得て組合機構に統合されることとなった。その承認と統轄が運輸及び

一般労働組合、合同機械労働組合等「産業別組織Jの組合により為された点、

非常に重要な意義があるO

伝場での斗争は同一転場に幾つかの耳元能別組合が競合して居た場合には、

その統合と産業別組織への下部からの突きあげのエネノレギーとなった。だが

縦断的組合の場合では違った意味を有する口そこでは居場斗争と共に耳元場交

流こそ産業別組織への一層の契機となりうる O 居場のエネJレギーを企業内に

篇らせず、連鎖結合へ導く事が必要である。

註 l コーノレ、前掲書、 67～8頁。

註2 前掲書、 155-6頁参照。

5 

初期の忠能別組合は共済的性格をもって主となした。それは徒弟年期を終

らした熟練転工に限る封鎖的性格の現れでもあった。従って、熟練・不熟練

という労働者階級内部の矛盾に於いて、主たる地位にある熟練工に基盤を置

く「旧組合主義」により支持せられていた。これに対し、 「新組合主義」は
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ィ労働者内部の矛盾よりh 対資本の関係が鋭く前面に押し出され、しかも主要

な担い手は転能熟練工から不熟練工ヘ移り、資本による搾取と圧迫の強化を

背景とLたものであった。

「旧組合＋義jと F新組合主義」とは転能別組合の発展ならびに、産業別

白組織への移行の過程で鋭く対立した。そして労働者はとのニつの組合主義が

併存し得ないζとを知ったのである。しかいかかる新組合主義も立憲制を

超えるに非ず、急進的なものではなかった。

産業別組織への運動は 1911年頃から盛んなり、 1924年には、労働組合会

議年次大会において産業別への移行促進が決議されるまでになった。しかも

' J労働者の要求は単に労働条件改善という経済要求と併せて、経営参加の要求

をも，提出した。それは主として、 「ギjレド社会主義」のイデーによって裏打

ちされてのものであった。 「ギソレド社会主義Jは生産者ギルドによる管理と

i産業の固有化の主張であり、 G・D・H・コーJL.,, w・メイラ一等によって

説えられた。

又‘産業別組織の原理はサンジカリズムのイデーとも結びついた。革命的

サンジカリストのトム・マンは産業的1乙組織された労働者による産業の全支

配を主張し、国家機関による支配に鋭く反対した。

赤色労働組合主義は英国では影響は少く、共産主義者は労働組合会議から

もしめ出しをくわされた。そζで彼等は主として労働評議会を活動の舞台とし

たのである。尚英国の組合政治活動は別個に組織を作つグて行われるのが普通

であった。

6 {Jすぴにかえて

官能別組織のよってもって立ったる基盤の崩壊と新しい条件の展開は転能

別組織の内部矛盾を拡大発展させ、その克服としての産業別組織への移行の

過程をその斗争との結びつきの上において見て来たのであるが、其処IC置い

ぜて得た、ぜ転能別組織から産業別組織への展開の一般的法則どしての理解を日

本労働組合Tの組織につU、ての考察の均の手がかりとしようというのが此の小

論の；意図であり、願いであった。
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勿論、吾々が以上此の小論で明らかにして来た所のものは、英国l叩をお

く個別的特質的なものに過ぎない事は今夏の言を要しない。だが、その個別

的なものの中に一般的法則が貫徹している事については説明も要さない程に

明らかである。かかる個別＝英国の例を日本の場合にそのままあてはめる事

は、個別性の忘却という誤りを犯すものである口しかしそれでも、その個別

性を通じて一般的法則が貫徹している事は、尚、英国での個別・特殊的事例

が日本の分析について役立ちうるし、又最も一般的な面で手がかりを与える

事が出来得るのである。

所で、吾々にとって、今最も重要なのは一般法見uの追求ではなく、日本的
・個別・特殊法則の追求なのである。そしてその理解は、一般的法則の日本的

・個別的・特殊的条件による偏僑逸脱として理解さるべきではない。日本的・

個別的事象を賞ぬくものは個別・特殊性に於いて個別・特殊法則であり、一

般性に於いて一般的法則である D 一般的法則が偶然的・個別的条件とからみ

会う時、それは特殊的法則である。発展の特殊性を規定するものは内部矛盾

の特残的性格である。従って、日本労働組合組織の特殊性はその内部矛盾の特

殊性によるものである。しかもその矛盾は決して固定的なものではない。さ

ればいわゆる「企業別J組織の型Jとしての固定と、宿命化には問題がある。

日本に於ける、いわゆる「企業別」組織を労働市場の封鎖性、従って「出

稼型」あるいは「半農・半工型」という賃労働の日本的特殊的性格から規定

するのが通説のようであるが、それは「型」としての固定と他方労働運動の積

極的評価の閑却により宿命論に落ちこむ危険性を充分にもっていた。労働市

場の形成にあずかる一つの重要な側面として労働運動を挙げ得る。英国の転

能別組合の横断的組織が労働市場の開放に対して規制されると共に逆に規制

を与えた点である。此の側面の積極的評価が重要である。今此処で通説に対

する批判を行う余地はないが、それに代えて私自身の青写真で烏撒を与えて

見ょう。

戦後の産別会議の分裂と「企業別J組織への再編成は戦中、戦後の荒廃か

ら徐々に回復して来た独占資本と、資本主義と社会主義の二大陣営の対立激

化から米帝国主義の防共の障壁としての日本を確保する為の占領軍の意図が
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労働有権級の分断政策を押し進めると共同 労働者階級内部の矛盾を拡大

し、 強iとは産別民主化同盟の結成一労働者階級分裂。 総評への再編成lと導

き、 「企業別Jに寸断してしまった。

所で、 「企業別組織」への寸断を結果した内部矛盾を明らかにするには、

その基底条件についての考察と共に’ 「産別会議」の組織原則の究明が重要

であり、それを決定する為には次の三つの点が明らかにされる必要がある。

即ち、 (1）戦前の正能別組合の質・量両面の分析と産業報国会の性格と組織

（労働組合の解体と戦時・ファッシヨ体制への編成替〉。倒産業報国会の解体

と労働組合の復活（産別会議の組織と結集の過程）である。更に戦後の「産

別」組合が単に偶発的なものであったのかどうか。むしろ産業別組織を生み

出す基盤があったのではないかc さすればその分解は何に起因するかの問題

を客観的基盤と共に労働者側の主体的条件との考察により追求する事であ

心。

又、転場斗争の問題について、英国iと於ける転j易斗争と組織（居場幹事制

度）は横断的組合の上に立つてのものであり、此の点菩国での転場の組織は

縦断的組織の上に立っている為に違った意味を持った。従って転場でのエネ

jレギーを如何に組織して産業別への斗争に結集するか大きな問題である。そ

して一般に、企業別組織を産業別組織へ拡大せしめる為には如何なるエネル

ギーを如何に組織し結集するか。そしてその為の基礎条件の発掘と結集の斗

争形態の具体的追求が今後の課題なのである。 1958・7・30




